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はじめに

アニマルセンター長 日髙 真純

福岡歯科大学アニマルセンターの年報３２号（2014 年）をお届けいたします。

センター長に就任いたしまして一年半ほど経過しました。本年４月からはセンター副

長に新しく泉利雄准教授（歯科保存学分野）をお迎えして、事務職員の和才広輝係長、

事務補佐の松本富子さん、センター技能職員の山下貴成さん、補助職員の霜出エイ子さ

んと渋谷由香さん、さらに技術職員の林憲久さんとの協力体制のもと、アニマルセンタ

ーの管理運営に取り組んでおります。皆様方におかれましては、お気づきの点がありま

したら遠慮なくお申し出下さい。また、昨年度までの２年間、センター副長としてご尽

力頂いた松浦尚志准教授（冠橋義歯学分野）にはこの場を借りて厚く御礼申し上げます。

本学においてアニマルセンター年報の公開は、当初は冊子体の配布、その後 2005 年

からはＣＤ版のＰＤＦファイルの配布により行ってまいりました。そして今年度からは、

社会へのより広い情報開示を意図して、ホームページ上に掲載し公開することと致しま

した。「実験動物の飼養及び保管」と「動物実験」の双方が適正に行えているかの自己

点検を的確に行い、その評価も含めて公表しております。今後は、この点検結果の外部

機関等による検証システムを導入することが検討課題となります。

今年度よりセンター２階の201手術室と202実験室がP1A実験室としての認可を受けま

した。これにより遺伝子組換え動物をin vivoマイクロX線CTスキャナ（201手術室に設

置）を用いて解析することが可能となりました。さらなる活発な研究が推進されること

を期待します。ただし、遺伝子組換え動物の使用に際しては、法に基づいての拡散防止

措置を遵守して実験を行ってもらう必要があります。実験者の皆様は、その法律をもう

一度熟読頂き、十分に理解した上で実験を進めて頂くよう改めてお願い申し上げます。

実験動物は命あるものです。教育と研究の為にその尊い命を提供してくれた動物たち

に改めて感謝の意を表したいと思います。

yamataka
タイプライターテキスト
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平成２６年度アニマルセンター使用者講習会について

   実験動物委員会副委員長 泉 利雄

（アニマルセンター副長）

アニマルセンター新規利用予定者および利用資格更新者を対象にして、平成 25年 6月 17

日に使用者講習会を開催した。これは文部科学省告示第七十一号と本学動物実験規則の定

める教育訓練の一環である。受講者は、新規で 14名、更新で 22名であった。

6月 17日の講習会の概要：

１． 日髙アニマルセンター長（動物実験委員

長）から、「動愛法」や関連する告示と、

平成 19 年改正の本学動物実験規則に対す

る理解と遵守についての説明がなされた。

アニマルセンターの活発な利用を促しつ

つ、規則に則った利用手続きを利用者に喚

起した。

２． 泉センター副長（動物実験副委員長兼任）が動物実験の倫理や動物実験に関連し

た諸規則や実験計画承認申請の手続きについて説明した。

１） 動物実験の３Ｒ（特に新規利用予定者に

対して）と動物実験の立案ならびに計画承

認申請方法。

２） 本学での諸規則と実験計画承認申請の

概要。特に更新者への説明では、旧規則か

らの変更点に重点を置き、変更申請や終了

届に関しても概説した。

３） 計画承認申請時の書式作成の雛形を示

しながら説明した。３Ｒに対応した書き方

を解説した。

３． アニマルセンター山下技能職員から、アニマルセンター利用方法の概要について

説明が行なわれた。新規利用予定者に対しては、実験実施者登録申請の方法につい

て説明した。

４． 和才事務職員から、オートロックキーを利用した入館の仕組み、飼育費について

説明した。
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平成２５年度福岡歯科大学実験動物慰霊祭の模様

                                                           

平成２５年度（第３８回）実験動物慰霊祭

が、10 月 10 日（木）午後４時００分より、  

雨天のため、アニマルセンターに隣接する

卓球場にて、飯盛神社より神官２名を迎え、

厳粛に執り行われました。

慰霊祭には、田中理事長、水田常務理事、

本田常務理事、北村大学長をはじめ学園の

役員、教職員、学園内外の実験動物関係者

など 63 名余りが参列されました。

北村大学長から過去一年にわたり、医歯

学の発展に寄与し、犠牲となった実験動物

の霊に対し、深い敬意と感謝並びに哀悼の

意を表わす弔辞が述べられました。



1-1． 講座・月別利用者数（ＳＰＦ含む）

月
講座名

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

総 合 歯 科 学 6 6

口 腔 治 療 学 28 18 19 18 21 18 30 42 43 35 32 41 345

咬 合 修 復 学 30 15 37 30 24 26 82 64 64 43 40 34 489

成長発達歯学 30 32 29 53 40 30 39 45 20 33 20 20 391

口腔顎顔面外科
学

3 3

機能生物化学 11 14 9 23 37 37 37 168

歯科医療工学 17 14 1 1 1 2 3 1 3 1 1 45

生 体 構 造 学 3 20 23 37 8 1 2 2 5 8 78 187

細胞分子生物学 37 34 28 30 13 15 16 17 16 17 19 21 263

先端科学研究
センター

9 9 8 9 9 9 8 9 9 9 8 9 105

再生医学研究
センター

1 3 1 2 7

合　計 155 145 145 178 122 111 193 189 177 185 166 243 2009

１．平成25年度　利用者数
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1-4． ＳＰＦ室講座別延利用者数
　
月
講座名

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

口 腔 治 療 学 4 1 1 6

機 能 生 物 化 学 4 7 28 31 33 103

成 長 発 達 歯 学 4 6 7 8 10 9 9 11 3 10 12 8 97

細胞分子生物学 4 3 3 1 4 2 3 3 11 4 38
先 端 科 学 研 究
セ ン タ ー 9 9 8 9 9 9 8 9 9 9 8 9 105

合　計 21 18 19 18 23 24 17 23 20 50 62 54 349
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2-1． 動物・月別導入数（ＳＰＦ含む）

　　　　　　月
動物名

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

ラ ッ ト 57 20 56 65 14 56 138 125 67 77 89 141 905

マ ウ ス 175 278 123 145 93 91 101 121 56 136 153 127 1,599

カ エ ル 7 16 3 3 29

イ ヌ 4 1 1 2 2 10

合　計 239 314 182 210 107 147 242 246 123 213 242 268 2,543

2．平成25年度　動物導入数

2-2． 過去5年間の動物別延導入数
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2-3． 分野別・月別動物延導入数（ＳＰＦを含む）

１）ラット

　分野名／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

歯 科 保 存 学 12 6 6 10 30 41 12 18 28 163

有 床 義 歯 学 12 12

口 腔 イ ン プ ラ ン ト 学 12 4 10 22 12 10 21 4 95

矯 正 歯 科 学 17 24 17 24 82

材 料 工 学 8 8

病 態 構 造 学 24 31 16 10 12 50 143

細 胞 生 理 学 1 1

分 子 機 能 制 御 学 6 7 2 2 2 2 3 2 1 2 2 2 33

再生医学研究センター 27 9 21 45 6 13 87 57 25 18 12 45 365

ア ニ マ ル セ ン タ ー 3 3

合　計 57 20 56 65 14 56 138 125 67 77 89 141 905

２）マウス

　分野名／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

歯 周 病 学 3 8 5 2 23 18 18 6 1 2 2 10 98

有 床 義 歯 学 5 10 10 15 40

口 腔 イ ン プ ラ ン ト 2 2

成 育 小 児 歯 科 学 17 7 10 20 13 14 17 38 1 26 42 27 232

感 染 生 物 学 19 21 37 35 112

材 料 工 学 7 7

機 能 構 造 学 20 3 5 26 14 16 9 34 127

細 胞 生 理 学 96 88 86 97 43 43 57 41 30 77 62 40 760

分 子 機 能 制 御 学 33 165 198

再生医学研究センター 6 1 7

ア ニ マ ル セ ン タ ー 16 16

合　計 175 278 123 145 93 91 101 121 56 136 153 127 1,599

yamataka
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3．平成25年度　動物延飼育数

3-1． 分野別・月別動物延飼育数

1）ラット

分野名／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

歯 科 保 存 学 388 635 606 713 717 698 764 746 1,417 1,684 965 1,364 10,697

歯 周 病 学 175 20 195

有 床 義 歯 学 82 82

口 腔 イ ン プ ラ ン ト 学 216 8 52 69 696 487 465 485 898 711 4,087

矯 正 歯 科 学 630 635 135 369 320 388 620 710 944 1,271 6,022

感 染 生 物 学 65 390 455

病 態 構 造 学 264 78 465 1,457 1,410 1,457 1,380 1,148 1,798 9,457

材 料 工 学 1,077 364 198 217 217 24 217 88 224 246 2,872

細 胞 生 理 学 3 3

分 子 機 能 制 御 学 42 150 22 29 48 18 26 16 11 14 13 14 403

再生医学研究センター 2,516 2,351 1,833 2,452 2,609 2,840 3,574 4,481 4,708 3,249 2,425 2,829 35,867

ア ニ マ ル セ ン タ ー 62 62 57 38 31 30 31 30 31 31 28 17 448

合　計 5,106 4,205 3,167 3,821 4,020 4,185 6,572 7,948 8,946 7,641 6,645 8,332 70,588

2）マウス

分野名／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

歯 周 病 学 132 52 11 45 102 343 191 158 3 13 40 1,090

有 床 義 歯 学 30 80 420 530

口 腔 イ ン プ ラ ン ト 学 23 3 26

成 育 小 児 歯 科 学 61 6 20 20 14 28 149

感 染 生 物 学 377 390 476 234 33 1,510

材 料 工 学 210 210 203 210 217 196 211 1,457

機 能 構 造 学 2,196 2,292 2,128 1,956 1,812 1,804 1,785 1,663 2,070 2,040 1,789 1,873 23,408

細 胞 生 理 学 1,252 1,943 1,907 1,373 1,975 1,503 1,664 1,273 1,734 1,153 25 1,023 16,825

分 子 機 能 制 御 学 198 825 132 1,155

再生医学研究センター 68 88 210 31 397

ア ニ マ ル セ ン タ ー 110 62 62 60 62 60 62 62 56 48 644

合　計 3,846 5,410 4,498 3,497 3,957 3,920 4,313 3,797 4,395 3,803 2,112 3,643 47,191
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3）イヌ

分野名／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

口 腔 イ ン プ ラ ン ト 学 8 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 312

口 腔 腫 瘍 学 52 124 120 124 124 120 124 120 124 124 1,156

口 腔 外 科 学 112 124 236

再生医学研究センター 8 31 30 65 90 86 62 74 124 570

合　計 52 132 150 163 186 180 220 240 241 217 214 279 2,274

3-2． ＳＰＦ室分野別・月別動物延飼育数

1）マウス

分野名／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

歯 周 病 学 295 248 235 248 248 240 248 240 200 2,202

成 育 小 児 歯 科 学 786 650 456 454 455 654 978 1,230 1,305 1,191 1,303 812 10,274

感 染 生 物 学 48 359 1,308 1,729 3,444

細 胞 生 理 学 5458 5994 5862 6528 6633 4724 5014 4724 4669 4224 3991 4927 62,748

分 子 機 能 制 御 学 1802 1758 1595 1519 1247 599 587 126 9,233

合　計 8,341 8,650 8,148 8,749 8,583 6,217 6,827 6,320 6,222 5,774 6,602 7,468 87,901
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３）カエル

　分野名／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

細 胞 生 理 学 7 16 3 26

分 子 機 能 制 御 学 3 3

合　計 7 16 3 0 0 0 3 0 0 0 0 0 29

４）イヌ

　分野名／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

口 腔 イ ン プ ラ ン ト 学 1 1

口 腔 腫 瘍 学 4 4

再生医学研究センター 1 2 2 5

合　計 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10

yamataka
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3-4．アニマルセンターで飼育した動物の系統

系　　                  統

ＳＤ Ｗｉｓｔａｒ ＬＢＮＦ１

ＢＮ Ｆ３４４ ＬＥＷ

ｄｄＹ BALB/ｃ ＯＣ Ｂ６Ｃ３／ＧＬ

C57BL/6 Ｒ２６Ｒ ICR

ビーグル

ウシガエルカエル

動　物　種 系　　　統

イ　　　ヌ
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マウス
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件　数

内  　新  規 41

訳  　変  更 12

53

52

※新規のうち中止が1件

（内訳）倫理基準によるカテゴリー分類別

分　類 件　数

Ｂ 14

Ｃ 34

Ｄ 4

合　計 52

実験審査総数

実験承認件数

平成25年度　動物実験計画審査件数

実　験　審　査 件 数

新 規

変 更

件 数
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　　　　　　平成２5年度使用者講習会

　１．第１回使用者講習会（更新対象者）

　　日　　　時：平成２５年６月１７日（月）１８：１５～１８：４５

　　場　　　所：８０１講義室

　　受 講 者 数：２２名

　２．第２回使用者講習会（新規対象者）

　　日　　　時： 平成２５年６月１７日（月）１８：１５～１９：１５

　　場　　　所： ８０１講義室

　　受 講 者 数： １４名

　３．第３回使用者講習会（更新対象者）

　　日　　　時： 平成２５年６月２５日（火）１８：１５～１８：４５

　　場　　　所： アニマルセンター

　　受 講 者 数：１名

　４．第４回使用者講習会（新規対象者）

　　日　　　時： 平成２５年９月３日（火）１８：００～１９：００

　　場　　　所： アニマルセンター

　　受 講 者 数：１名

　５．第５回使用者講習会（新規対象者）

　　日　　　時： 平成２５年９月１０日（水）１８：００～１９：００
　　場　　　所： アニマルセンター

　　受 講 者 数：２名

　６．第６回使用者講習会（新規対象者）

　　日　　　時： 平成２５年１２月１６日（火）１８：００～１９：００
　　場　　　所： アニマルセンター

　　受 講 者 数：１名
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　　　　　　　　　　　受　講　者　名　簿

Ｎｏ． 受 講 者 名 所属名（分野名） 講 習 会 名
1 日高　真純 分子機能制御学 第１回使用者講習会（更新対象者）

2 大久保　つや子 分子機能制御学
3 大星　博明 内科学
4 廣藤　卓雄 総合歯科学
5 永井　　　淳 歯周病学
6 鬼塚　得也 歯周病学
7 佐野　しおり 歯周病学
8 村上　　弘 歯周病学
9 根本　哲臣 有床義歯学
10 川口　稔 材料工学
11 中冨　佑香 矯正歯科学
12 西村　紗和 矯正歯科学
13 森永　健三 口腔インプラント学
14 入江　昭仁 口腔インプラント学
15 坂井　拓弥 口腔インプラント学
16 鴨川　和子 口腔インプラント学
17 安野　貴美恵 口腔インプラント学
18 松浦　尚志 冠橋義歯学
19 泉　　利雄 歯科保存学
20 沢　　禎彦 機能構造学
21 谷口 　邦久 病態構造学
22 大野　　純 病態構造学 以上２２名
23 荒平　高章 生体工学 第２回使用者講習会（新規対象者）

24 梶原　弘一郎 矯正歯科学
25 大多和　昌人 口腔インプラント学
26 佐藤　絢子 口腔インプラント学
27 瀬尾　　皓 冠橋義歯学
28 畠山　純子 歯科保存学
29 板家　圭祐 歯科保存学
30 泉　健太郎 歯科保存学
31 赤尾　瑛一 歯科保存学
32 入江　俊英 歯科保存学
33 西﨑　竜司 歯科保存学
34 宗廣　佑介 歯科保存学
35 村上　　知広 歯科保存学
36 後藤　加寿子 歯科衛生学 以上１４名
37 岡　　暁子 成育小児歯科学 第３回使用者講習会（更新対象者）　 　  　1名
38 福島　秀文 細胞生理学 第４回使用者講習会（新規対象者）　　　 　１名
39 田中　芳彦 感染生物学 第５回使用者講習会（新規対象者）　　

40 永尾　潤一 感染生物学 以上２名
41 橋本　麻利江 画像診断学 第６回使用者講習会（新規対象者）　　　　　１名
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平成２５年度（平成２５年４月～平成２６年３月）

動物を使用した研究業績

発表論文

ラット

１) Cell viabilities and biodegradation rates of DNA/protamine complexes with two different molecular weights

of DNA. J Biomed Mater Res Part B: Applied Biomater 101B, 743-751, 2013

N. Mori、 J. Ohno、 R. Sakagami、 T. Hayakawa、 T. Fukushima.

２) Osteogenic evaluation of DNA/protamine complex paste in rat cranial defects, J Hard Tissue Biology22:401-

408, 2013

Y. Shinozaki, T. Yanagi, Y. Yamaguchi, H. Kido, T. Fukushima.

３) Lupus-like oral mucosal lesions in mercury-induced autoimmune response in Brown Norway rats. 

Seno K, Ohno J, Ota N, Hirofuji T, and Taniguchi K

BMC Immunol 14: 47, 2013.

４) Quantitative evaluation of myofibroblast apoptosis during wound healing in rat palate after post-operative

administration of basic fibroblast growth factor (bFGF).

Hata Y, Ishikawa H, Ueki T, Kajii TS, Tamaoki S, Tsuruga E, Sawa Y, Taniguchi K.

Acta Odontol Scand. 2013;71(6):1501-1507

５) The novel roles of CCL2 and CCL3 on osteoclast differentiation and alveolar

bone resorption during occlusal traumatism

Tsutsumi Takashi, Kajiya Hiroshi, Goto Kazuko T, Nagaoka Yoshiyuki, Okamoto Fujio, Okabe Koji

2 nd Joint Meeting of the International Bone and Mineral Society and The Japanese Society for Bone and

Mineral Research
2013年6月1日(日本骨代謝学会・ヨーロッパ骨代謝学会合同集会)

６) A novel role of farnesyl diphosphate synthetase (FDPS) on the activity of Cl
-
 extrusion in osteoclasts

Hiroshi Kajiya
 
,Takashi Tsutusmi, Yoshiyuki Nagaoka, Kazuko T-Goto, Teruhisa Fukawa,  Mina Sasaki,

2013 annual meeting of  American Society for Bone and Mineral Research

2013年10月5日(アメリカ骨代謝学会)

７)  Expression of C-C chemokine ligands for osteoclastogenesis induced by hyperocclusion

Tsutsumi Takashi, Kajiya Hiroshi, Goto-T Kazuko, Takahashi Yutaka, Okabe Koji

2013 annual meeting of  American Society for Bone and Mineral Research

2013年10月7日(アメリカ骨代謝学会)

８) Proteolytic and non-proteolytic activation of keratinocyte-derived latent TGF-β1 induces fibroblast

differentiation in a wound-healing model using rat skin.

Hata S, Okamura K, Hatta M, Ishikawa H, Yamazaki J.

Journal of Pharmacological Sciences. 2014;124:230-243　学位論文

９) The Effects of Implant Surface Characteristics on Surrounding Bone:

A Comparative Study of Two Types of Surface Characteristics

Kazuko Yamamoto1, Tsukasa Yanagi, Akira Watazu, Kay Teraoka and Hirofumi Kido

Journal of Hard Tissue Biology 23[1] (2014) 83-92 博士取得

１０) Zirconia Implants with Laser Surface Treatment:Peri-Implant Bone Response and Enhancement of

Osseointegration.

Kimie Yasuno,Kae Kakura,Yusuke Taniguchi,Yuichiro Yamaguchi and Hirofumi Kido

Journal of Hard Tissue Biology 23[1] (2014) 93-100 博士取得

１１) Zirconia Implant with Rough Surface Produced by YAG Laser Treatment:Evaluation of Histomorphology and

Strength of Osseointegration.

Kae Kakura,Kimie Yasuno, Yusuke Taniguchi,Kazuko Yamamoto,Takuya Sakai,Akihito Irie and Hirofumi

Kido.

Journal of Hard Tissue Biology 23[1](2014)77-82
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マウス

1) Expression of toll-like receptor 4 in glomerular endothelial cells under diabetic conditions.

Takata S, Sawa Y, Uchiyama T, Ishikawa H.

Acta Histochemica et Cytochemica. 2013;46(1):35-42

２) The potential role of transient receptor potential type A1 as a mechanoreceptor in human periodontal

ligament cells..

Tsutsumi T, Kajiya H, Fukawa T, Sasaki M, Nemoto T, Tsuzuki T, Takahashi Y, Fujii S, Maeda H, Okabe K.

European Journal of Oral Sciences. 2013; 121: 538-544
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学会発表

ラット

１) Histologic evaluation of the effects of Emdogain gel on injured rat root apex.

Noriyoshi Matsumoto, Masahiko Minakami, Toshio Izumi , Takahiko Morotomi, Chieko Haruna, Yasuko

Fukuda, Satoshi  Ushio, Koji Henmi, Keisuke Itaya, Hisashi Anan.

第9回世界歯内療法学会　　2013年5月23日‐26日（東京）ポスター発表

2) Development of a new zirconia implant with rough surface produced by laser treatment :assessment of

osseointegration strength in vivo and osteoblastic differentiation iv vitro.

Y Taniguchi，J Ymazaki，K Kakura，K Yasuno，H Kido

2013年10月3-5日　トルコ　イスタンブール

３) Gingival pathosis caused by systemic immune responses of the rats

Department of General Dentistry, Division of General Dentistry, Department of Biological　morphology,

Division of Pathology2, Fukuoka Dental College

Kei Seno, Jun Ohno,Kazuhiko Yamada,Nao Taniguchi, Takao Hirofuji

平成25年度秋季学術大会（第139回）2013　10　17,18

４) The potential role of transient receptor potential type A1 as a mechanoreceptor in human periodontal

ligament cells
Tsutsumi T, Kajiya H, Fukawa T, Sasaki M, Nemoto T, Tsuzuki T, Takahashi Y, Fujii S, Maeda H,

Okabe K

European Journal of Oral Sciences/121(6):538-44　　2013/12月

５) Activation of keratinocyte-derived latent TGF-β1 induced fibroblast differentiation in a wound-healing model

of rat skin.

Shozaburo Hata, Taiki Suyama, Mitsutoki Hatta, Hiroyuki Ishikawa, Jun Yamazaki.

第87回日本薬理学会年会 平成26年3月19-21日（宮城）

６) エラスチンによるDNA/プロタミン複合体への骨形成促進効果

戸田　雅子，大野　純，尾崎　正雄，早川　徹，福島　忠男

第61回日本歯科理工学会学術講演会　東京　タワーホール船堀
2013年4月13～14日，発表：13日

７) DNA分子量の異なるDNA/プロタミン複合体の新生骨形成能
田村 翔悟, 篠崎 陽介, 大野　純, 尾崎 正雄, 早川　徹, 福島 忠男
第61回日本歯科理工学会学術講演会　東京　タワーホール船堀
2013年4月13～14日, 発表：13日

８) アデニン腎症ラットにおけるリン負荷が酸化ストレス，炎症および栄養障害に及ぼす影響の検討

山田 俊輔、徳本 正憲、谷口 正智、大星 博明、鶴屋 和彦、北園 孝成
第56回日本腎臓学会学術集会　ポスター発表　場所　横浜　平成25年5月11日

９) ラット頭蓋骨におけるDNA/プロタミン複合体ペーストの骨形成能
森　南奈，篠崎　陽介，大野　純，早川　徹，福島　忠男

第22回硬組織再生生物学会総会,横浜　鶴見大学歯学部 平成25年8月22日

１０) ラット全身性免疫応答モデルにおける歯肉炎の病態（口演）
福岡歯科大学総合歯科学講座総合歯科学分野, 生体構造学講座病態構造学分野
瀬野　恵衣、大野　純、山田　和彦、谷口　奈央、廣藤　卓雄

１１) 三次元培養シートに包埋した皮膚線維芽細胞の石灰化物形成.

陶山　大輝、秦　省三郎、山﨑　純、石川　博之.

第72回日本矯正歯科学会大会 H25年10月7日-10月9日（長野）

１２) ラット皮膚創傷治癒モデルにおいてケラチノサイトによる潜在型TGF-β₁の放出が線維芽細胞から筋線維芽細胞への分化

に関与する.

秦 省三郎、岡村 和彦、八田 光世、石川 博之、山﨑 純.

第66回日本薬理学会西南部会.H25年11月16日（福岡）
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１３) 新しい粗面でのジルコニアインプラントにおける周囲組織の反応と骨結合の強さ-

安野 貴美恵，加倉 加恵 ，谷口 祐介 ,松浦 正朗，城戸 寛史
第17回日本顎顔面インプラント学会学術大会2013年11月30-31日東京　博士取得

１４) 間葉系幹細胞スフェロイドを用いた骨再生効果の促進
山口 雄一郎, 佐藤 絢子, 大野 純, 川口 稔, 城戸 寛史, 福島 忠男
第40回福岡歯科大学学会総会2013年12月15日福岡歯科大学

１５) 潜在型TGF-β1が重層化ケラチノサイトから放出されて線維芽細胞のフェノタイプ変化をおこす.

秦 省三郎，岡村 和彦，八田 光世，石川 博之，山﨑 純.

第40回福岡歯科大学学会総会.H25年12月15日（福岡）

１６) 三次元培養シートに包埋したラット皮膚線維芽細胞の石灰化物形成におけるリン酸の効果．
陶山　大輝、秦　省三郎、石川　博之、山﨑　純．

第40回福岡歯科大学学会総会．H25年12月15日（福岡）

１７) DNA/プロタミン複合体骨補填材の操作性と骨形成能におよぼすDNA分子量の影響
川口　稔、田村 翔吾、福島 忠男、尾崎 正雄
第40回福岡歯科大学総会　平成25年12月15日

１８) DNA/protamine 複合体の幼齢，加齢ラット頭蓋骨における新生骨形成能の比較
篠﨑　陽介，戸田　雅子，柳　束，川口　稔，大野　純，城戸　寛史，早川　徹，福島　忠男

第40回福岡歯科大学総会　平成25年12月15日

１９) 300 base pair DNA/プロタミン複合体の骨形成促進効果
戸田 雅子，大野 純，尾崎 正雄，福島 忠男
第40回福岡歯科大学総会　平成25年12月15日

２０) 異なる分子量を用いたDNA/プロタミン複合体の基礎的性質
森　南奈，大野　純，坂上 竜資、早川　徹，福島　忠男
第40回福岡歯科大学総会　平成25年12月15日

２１) 間葉系幹細胞スフェロイドを用いた骨再生効果の促進
山口 雄一郎、佐藤　絢子, 大野　純、川口　稔、城戸　寛史、福島　忠男
第40回福岡歯科大学総会　平成25年12月15日

２２) 脂質修飾ＦＧＦ含有DNA/protamine複合体のラットにおける頭蓋骨欠損部位再生能の評価
柳　束、篠﨑　陽介、川口　稔、城戸　寛史、福島　忠男

第40回福岡歯科大学総会　平成25年12月15日

２３) 老齢ラットにおけるFGF-2添加DNA/protamine複合体の骨形成能の評価
篠﨑　陽介、戸田　雅子、大野　純、御手洗　誠、城戸　寛史、早川　徹、福島　忠男

第13回日本再生医療学会総会、京都　国立京都国際会館
平成26年3月4～6日、発表3月5日

２４) DNA/プロタミン複合体を用いた骨再生における温熱促進効果
川口　稔、鍛治屋　浩、大野　純、福島 忠男
第13回日本再生医療学会総会、京都　国立京都国際会館
平成26年3月4～6日、発表3月5日

２５) 異なる分子量を用いたDNA/プロタミン複合体の基礎的性質
森　南奈，大野　純，坂上 竜資、早川　徹，福島　忠男
第13回日本再生医療学会総会、京都　国立京都国際会館
平成26年3月4～6日、発表3月5日

２６) DNA/プロタミン複合体のDNA分子量と骨形成能の関連
田村 翔悟、戸田　雅子、大野 純，川口　稔、尾崎 正雄、早川　徹、福島　忠男
第13回日本再生医療学会総会、京都　国立京都国際会館
平成26年3月4～6日、発表3月5日
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マウス

１) 糖尿病モデルマウス腎糸球体におけるTLR2とTLR4の発現.

髙田 俊輔、内山 貴誠、石川 博之、沢　禎彦.

第28回日本糖尿病合併症学会　H25年9月13日-9月14日(北海道)

２) Ⅰ型とⅡ型糖尿病モデルマウスにおける腎リンパ管新生

内山 貴誠、高田 俊輔、敦賀 英知、畠山 雄次、石川 博之、沢　禎彦.

第55回歯科基礎医学会学術大会・総会　平成25年9月21日-22日（岡山）

３) 糖尿病環境下の糸球体内皮細胞におけるTLR2とTLR4の発現.

髙田 俊輔、内山 貴誠、敦賀 英知、畠山 雄次、石川 博之、沢　禎彦.

第55回歯科基礎医学会学術大会・総会　H25年9月21日-9月22日(岡山)

４) 糖尿病環境下の腎糸球体におけるToll-like receptor(TLR)2と4の発現.

髙田 俊輔,内山 貴誠,敦賀 英知,畠山 雄次,石川 博之,沢 禎彦.

第51回日本糖尿病学会九州地方会.H25年11月8日-9日.（沖縄）

５) Ⅰ型とⅡ型糖尿病マウスにおける腎リンパ管増生

内山 貴誠、髙田 俊輔、石川 博之、沢 禎彦.

第51回日本糖尿病学会九州地方会.平成25年11月8日-9日（沖縄）

６) 糖尿病モデルマウス腎糸球体におけるTLR2とTLR4の発現.

髙田 俊輔,内山 貴誠,石川 博之,沢 禎彦.

第40回福岡歯科大学学会総会　H25年12月15日.（福岡）

７) Ⅰ型とⅡ型糖尿病モデルマウスにおける腎リンパ管新生について.

内山　貴誠、高田　俊輔、石川　博之、沢　禎彦.

第40回福岡歯科大学学会総会　H25年12月15日（福岡）
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     アニマルセンター年表（平成２５年度）
４月 ２日 松本富子さん（補助職員）採用

動物実験委員会（持ち回り審議）

１６日 第１４９回管理運営委員会

２５日 動物実験委員会（持ち回り審議）

　５月 １０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２８日 動物実験委員会（持ち回り審議）

　６月 ４日 オートクレ－フﾞ保守点検

動物実験委員会（持ち回り審議）

１０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１３日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１７日 第１５０回管理運営委員会

第１回使用者会議

第１回使用者講習会（更新対象者）

第２回使用者講習会（新規対象者）

２５日 　 第３回使用者講習会（更新対象者）

２７日 第１回動物実験委員会

３０日 　 加藤係長企画課へ移動

７月 １日 和才係長就任

２日 動物実験委員会（持ち回り審議）

４日 動物実験委員会（持ち回り審議）

９日 微生物モニタリング検査

１０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１７日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２５日 第１５１回管理運営委員会

３０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

　８月 ５日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２８日 　 第２回動物実験委員会

３０日 　 動物実験委員会（持ち回り審議）

９月 ３日 第４回使用者講習会（新規対象者）

５日 動物実験委員会（持ち回り審議）

第１回ＳＰＦ室使用者講習会

１０日 第５回使用者講習会（新規対象者）

１１日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２５日 第２回ＳＰＦ室使用者講習会

１０月 ８日 第３回動物実験委員会

微生物モニタリング検査

１０日 第３８回実験動物慰霊祭
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１７日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２８日 動物実験委員会（持ち回り審議）

３０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１１月 １２日 オートクレ-ブ保守点検

１３日 オートクレーブ法定検査

２０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２１日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１２月 ３日 動物実験委員会（持ち回り審議）

５日 動物実験委員会（持ち回り審議）

９日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１６日 第６回使用者講習会（新規対象者）

第３回ＳＰＦ室使用者講習会

２７日 業務納め

　１月 ６日 業務始め

８日 動物実験委員会（持ち回り審議）

９日 動物実験委員会（持ち回り審議）

　 １６日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２９日 動物実験委員会（持ち回り審議）

　２月 １２日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１４日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１９日 動物実験委員会（持ち回り審議）

　３月 １０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１２日 動物実験委員会（持ち回り審議）

１８日 微生物モニタリング検査

２０日 動物実験委員会（持ち回り審議）

２７日 第４回動物実験委員会

第１５２回管理運営委員会

３１日 第５回動物実験委員会
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会  議  録 

 

動物実験委員会（平成 25 年度） 

 

持ち回り決裁  平成 25 年 4 月 2 日（火） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３００１ 

持ち回り決裁  平成 25 年 4 月 25 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １０００４ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １２０１９ 

持ち回り決裁  平成 25 年 5 月 10 日（金） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １２０１９ 

持ち回り決裁  平成 25 年 5 月 20 日（月） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００２ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００４ 

３．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３００５ 

持ち回り決裁  平成 25 年 5 月 28 日（火） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００３ 

     ２．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００６ 

持ち回り決裁  平成 25 年 6 月 4 日（火） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １１００９ 

持ち回り決裁  平成 25 年 6 月 10 日（月） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００７ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００８ 

持ち回り決裁  平成 25 年 6 月１3 日（木） 

〔議題〕１． 動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００９ 

第 1 回会議  平成 25 年 6 月 27 日（木） 

〔議題〕 1． 動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について   １３００４ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００７ 

３．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００９ 
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４．動物実験計画申請書チェックシートについて 

持ち回り決裁  平成 25 年 7 月 2 日（火） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３０１０ 

持ち回り決裁  平成 25 年 7 月 4 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＤ）について  １２０２３ 

持ち回り決裁  平成 25 年 7 月 10 日（水） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０１１ 

持ち回り決裁  平成 25 年 7 月 17 日（水） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０１２ 

持ち回り決裁  平成 25 年 7 月 30 日（火） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １００２３ 

持ち回り決裁  平成 25 年 8 月 5 日（月） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３０１３ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０１４ 

第 2 回会議  平成 25 年 8 月 28 日（水） 

〔議題〕 1． 動物実験計画の審査（カテゴリーＤ）について   １３０１５ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＤ）について   １３０１６ 

３．動物実験計画申請書チェックシートについて 

持ち回り決裁  平成 25 年 8 月 30 日（金） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １００２５ 

持ち回り決裁  平成 25 年 9 月 5 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０１７ 

持ち回り決裁  平成 25 年 9 月 11 日（水） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １２００８ 

第 ３ 回会議  平成 25 年 10 月 8 日（火） 

〔議題〕 1．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について   １３０１８ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について   １３０２０ 

３．動物実験計画の審査（カテゴリーＤ）について   １３０１９ 

４．動物実験計画申請書チェックシートについて 

yamataka
タイプライターテキスト
30 



持ち回り決裁  平成 25 年 10 月 17 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０２１ 

持ち回り決裁  平成 25 年 10 月 28 日（月） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０２２ 

持ち回り決裁  平成 25 年 10 月 30 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １２００７ 

持ち回り決裁  平成 25 年 11 月 20 日（水） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０２３ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３０２６ 

持ち回り決裁  平成 25 年 11 月 21 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０２４ 

     ２．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３０２５ 

持ち回り決裁  平成 25 年 12 月 3 日（火） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０２７ 

持ち回り決裁  平成 25 年 12 月 5 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３０２８ 

持ち回り決裁  平成 25 年 12 月 9 日（月） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３０２９ 

持ち回り決裁  平成 26 年 1 月 8 日（水） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０２４ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０２７ 

持ち回り決裁  平成 26 年 1 月 9 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３０３０ 

持ち回り決裁  平成 26 年 1 月 16 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３０３１ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について  １３００４ 

持ち回り決裁  平成 26 年 １月 20 日（月） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について  １３０３２ 
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持ち回り決裁  平成 26 年 1 月 29 日（水） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について   １３０３３ 

持ち回り決裁  平成 26 年 2 月 12 日（水） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について   １３０３４ 

持ち回り決裁  平成 26 年 2 月 14 日（金） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について   １３０３５ 

持ち回り決裁  平成 26 年 2 月 19 日（水） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について   １３０３６ 

持ち回り決裁  平成 26 年 3 月 10 日（月） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について   １３０３７ 

持ち回り決裁  平成 26 年 3 月 12 日（水） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について   １３０３８ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について   １３０３９ 

持ち回り決裁  平成 26 年 3 月 20 日（木） 

〔議題〕 １．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について   １２０２２ 

第 4 回会議  平成 26 年 3 月 27 日（木） 

〔議題〕 1． 動物実験計画の審査（カテゴリーＢ）について   １３０３８ 

２．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について   １３０４０ 

３．動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について   １２００５ 

４．動物実験計画申請書チェックシートについて 

第 5 回会議  平成 26 年 3 月 31 日（月） 

〔議題〕 1． 動物実験計画の審査（カテゴリーＣ）について   １３０４１ 
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会  議  録 

 

管理運営委員会（平成 25 年度） 

 

第 150 回会議  平成 25 年 6 月 17 日（月） 

〔議題〕  1．アニマルセンター関係委員会の委員及び職員の変更について 

2．平成２４年度予算の決算について 

      3．平成２５年度予算の配当について 

4．平成２４年度第 1 回使用者会議の実施結果について 

5．平成２４年度使用者講習会の実施結果について 

      6．平成２４年度ＳＰＦ室使用者講習会の実施結果について 

      7．アニマルセンター年報(２０１２年版)発行について 

      8．第３７回実験動物慰霊祭実施結果について 

      9．大学院講義の実施結果について 

      10．微生物モニタリング検査の実施結果について 

       

第 151 回会議  平成 25 年 7 月 25 日（木） 

〔議題〕  1．微生物モニタリング検査結果の報告及びアニマルセンター３階ラット室

の飼育再開について 

 

第 152 回会議  平成 26 年 3 月 27 日（木） 

〔議題〕  1．アニマルセンターデンタルＸ線撮影装置の使用方法変更について 

      2．アニマルセンター２Ｆの手術室及び研究室のＰＩＡ実験室申請について 
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会  議  録 

 

使用者会議（平成２５年度） 

 

第１回会議  平成 25 年 6 月 1７日（月） 

〔議題〕   1．平成２５年度飼育単価・管理経費及び共益費等について 

2. 平成２５年度アニマルセンターの年間行事予定について 

3. その他 
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過去5年間の光熱水使用量の推移
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福岡歯科大学・福岡医療短期大学動物実験規則 

 

 

（目的） 

第１条 この規則は、「動物の愛護及び管理に関する法律(昭和 48 年 10 月 

法律第 105 号）」（以下「法」という。）、指針等及びその他の動物実験 

等に関する法令等に基づき、福岡歯科大学アニマルセンター（以下「セン 

ター」という。）で動物実験等を適正に行うため、必要な事項を定めるも 

のとする。 

 

（定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当 

該各号に定めるところによる。 

（１） 「動物実験等」とは、動物を教育、学術研究又は生物学的材料採取、 

その他の科学上の利用に供することをいう。 

（２） 「実験動物」とは、動物実験等の利用に供するためセンターで飼養 

及び保管している哺乳類、鳥類、爬虫類及び両生類に属する動物をいう。 

（３） 「動物実験計画」とは、動物実験等を行うために事前に立案する計 

画をいう。  
（４） 「動物実験実施者」とは、動物実験等を実施する者をいう。 

（５） 「動物実験責任者」とは、動物実験実施者のうち、動物実験等の実 

  施に関する業務を総括する者をいう。 

（６） 「管理者」とは、大学長のもとで、実験動物及び施設等を管理する 

者（センター長）をいう。 

（７） 「飼養者」とは、管理者又は動物実験実施者の下で、実験動物の飼 

養又は保管に従事する者をいう。 

（８） 「管理者等」とは、大学長、管理者、動物実験実施者及び飼養者をいう。 

（９） 「指針等」とは、「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関す 
る基準（平成 18 年４月環境省告示 88 号）」、「研究機関等における動 
物実験等の実施に関する基本指針（平成 18 年６月文部科学省告示第 71 

号）」、「動物の処分方法に関する指針（平成７年７月総理府告示第 40 

号）」及び日本学術会議が策定した「動物実験の適正な実施に向けたガイ 

ドライン（平成 18 年６月）」をいう。 
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（動物実験委員会の設置） 

第３条 福岡歯科大学・福岡医療短期大学（以下「本学」という。）におけ 

る動物実験等の適正な実施に関し必要な事項を審査及び審議するために、 

動物実験委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会の組織、運営等に関しては、別に定める。 

 

（動物実験計画の承認及び実験実施結果の把握） 

第４条 大学長は、動物実験計画の申請があったとき、委員会の審査を経て、 

適正な動物実験計画について承認する。また、動物実験計画の実施状況及 

び結果について報告を受けると共に、必要に応じ動物実験等の実施の適正 

について、委員会に諮り改善措置を講ずるものとする。 

 

（実験計画書の作成） 

第５条 動物実験責任者は、動物実験等により取得されるデータの科学的 

信頼性を確保すると同時に、動物実験等倫理の観点から、次の各号に掲 

げる事項を踏まえて動物実験計画を立案し、動物実験計画承認申請書を 

提出して大学長の承認を受けなければならない。  

（１）  代替法の利用 

 科学上の利用の目的を達することができる範囲において、できる 

限り実験動物を供する方法に代わり得るものを利用すること等によ 

り実験動物を適切に利用することに配慮すること。  

（２）  動物の選択 

科学上の利用の目的を達することができる範囲において、できる限 

りその利用に供される実験動物の数を少なくすること等により実験 

動物を適切に利用することに配慮すること。この場合において、動物 

実験等の目的に適した実験動物種の選定、動物実験成績の精度及び再 

現性を左右する実験動物の数、遺伝学的及び微生物学的品質並びに飼 

養条件を考慮する必要がある。 

（３）  苦痛の軽減 

科学上の利用に必要な限度において、できる限りその実験動物に苦 

痛を与えない方法によってすること。  

（４）  人道的エンドポイント 

動物実験責任者は、苦痛度の高い動物実験等、あるいは致死的な動 

物実験等を行う場合、実験に伴う激しい苦痛から動物を解放するための 
エンドポイント（実験打切りの時期）を動物実験計画段階で設定すること。 
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 （動物実験等の実施場所） 

第６条 動物実験等の実施は、基本的には、センター内の実験室を用いるも 
のとする。 

 

（安全管理に特に注意を払う必要がある動物実験等）  

第７条 物理的、化学的に危険な材料、あるいは病原体等、人の安全・健康 

もしくは周辺環境に影響を及ぼす危険性のある動物実験等を実施する際 

には、動物実験実施者及び飼養者の安全確保について特に注意を払わなけ 

ればならない。  

２ 飼育環境の汚染により実験動物が傷害を受けることのないよう施設及び 

設備（以下「施設等」という。）を保持するとともに、実験動物の健康保持 

に配慮するものとする。  

３ 遺伝子組換え動物を用いる動物実験等、生態系に影響を及ぼす可能性の 

ある動物実験等を実施する際には、関係法規等に従うものとする。  

４ 実験の実施に先立ち必要な実験手技等の習得に努め、侵襲性の高い大規 

模な存命手術にあたっては、経験等を有する者の指導の下で行うものとす 

る。 

 

（動物実験実施後の報告） 

第８条 動物実験責任者は、動物実験等実施後、動物実験結果報告書により、 

使用動物数、計画変更の有無、実験成果等について、大学長に報告しなけ 

ればならない。 

 

（施設等） 

第９条 動物実験等を実施する際の実験動物の飼養及び保管は、法及び指針等 

 を踏まえ、科学的観点及び動物の愛護の観点から適切に実施するものとする。 

２ 実験動物の種に応じた飼育設備、衛生設備及び逸走防止のための設備又 

は構造を有するものとする。 

３ 飼養保管施設の周辺環境等に悪影響を及ぼさないよう、臭気、騒音、廃 

棄物の扱い等の環境衛生面に十分配慮がなされているものとする。 

 

（施設等の維持管理） 

第 10 条 管理者は、実験動物の適正な飼養保管並びに動物実験等を行う施 

設等の維持に努めなければならない。 

２ 管理者は、施設等及び周辺の環境衛生の保全に努めなければならない。 
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（実験動物の健康及び安全の保持） 

第 11 条 管理者、実験実施者及び飼養者は、次の各号に掲げる事項に留意 

し、実験動物の健康及び安全の保持に努めるものとする。 

（１） 実験動物の生理、生態、習性等に応じ、かつ、動物実験等の目的の 

  達成に支障を及ぼさない範囲で、適切に給餌及び給水を行うこと。 

（２）  実験目的以外の傷害や疾病から実験動物を守るために、必要な健康 

  管理を行うこと。また、実験動物が傷害を負い又は疾病にかかった場 

合にあっては、動物実験等の目的の達成に支障を及ぼさない範囲で、 

適切な治療等を行うこと。 

（３） 施設への実験動物の導入に当たっては、実験実施者、飼養者及び 

他の実験動物の健康を損ねることのないようにするとともに、必要に 

応じて飼養環境への順化又は順応を図るための措置を講じること。 

（４）  異種又は複数の実験動物を同一施設内で飼養及び保管する場合に 

は、動物実験等の目的の達成に支障を及ぼさない範囲で、その組合せ 

を考慮した収容を行うこと。 

（５） 実験動物が室内で逸走しても捕獲しやすい環境が維持されているこ 

と。 

 

（記録の保存及び報告） 

第 12 条 管理者等は、実験動物の飼養及び保管の適正化を図るため、実験 

動物の入手先、飼育履歴、病歴等に関する記録管理を適正に行うよう努 

めるものとする。また、特定危険動物、あるいは特定外来生物等につい 

ては、マイクロチップ等による識別措置を講じなければならない。 

 

 （生活環境の保全） 

第 13 条 管理者等は、実験動物の汚物等の適切な処理を行うとともに、施 

設等を常に清潔にして、微生物等による環境の汚染及び悪臭、害虫等の発 

生の防止を図ることによって、また、施設等の整備等により騒音の防止を 

図ることによって、施設等及び施設周辺の生活環境の保全に努めなければ 

ならない。 

 

（危害等の防止） 

第 14 条 管理者等は、実験動物の飼養及び保管に当たり、次の各号に掲げ 

る実験動物による人への危害、環境保全上の問題等の発生の防止に努める 

ものとする。 

（１） 管理者は、実験動物が逸走しない構造及び強度の施設等を整備する 
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  こと。 

（２）  管理者は、実験実施者及び飼養者が実験動物に由来する疾病にか 

かることを予防するため、必要な健康管理を行うこと。 

（３） 管理者は、実験実施者及び飼養者が危険を伴うことなく作業ができ 

  る施設等の構造及び飼養又は保管の方法を確保すること。 

（４） 管理者は、施設等の日常的な管理及び保守点検並びに定期的な巡回 

  等により、飼養又は保管をする実験動物の数及び状態の確認が行われ 

るようにすること。 

（５） 実験実施者及び飼養者は、相互に実験動物による危害の発生の防止 

  に必要な情報の提供等を行うよう努めること。 

（６） 管理者等は、実験動物の飼養及び保管並びに動物実験等に関係のな 

  い者が実験動物に接することのないよう必要な措置を講じること。 

 

（逸走時の対応） 

第 15 条 管理者等は、実験動物が保管設備等から逸走しないよう必要な措 

置を講じなければならない。また、管理者は、実験動物が逸走した場合の 

捕獲等の措置についてあらかじめ定め、逸走時の人への危害及び環境保全 

上の問題等の発生の防止に努めるとともに、人に危害を加える等のおそれ 

がある実験動物が施設外に逸走した場合には、速やかに関係機関への連絡 

を行うものとする。 

 

（緊急時の対応） 

第 16 条 管理者は、地震、火災等の緊急時に採るべき措置に関する計画を 

あらかじめ作成し、関係者に周知を図るものとする。管理者等は、緊急事 

態が発生したときは、速やかに、実験動物の保護及び実験動物の逸走によ 

る人への危害、環境保全上の問題等の発生の防止に努めなければならな 

い。 

 

（譲渡及び輸送の方法） 

第 17 条 管理者等は、実験動物の譲渡にあたっては、その生理、生態、習 

性等、適正な飼養及び保管の方法、感染性の疾病等に関する情報を提供し、 

譲り受ける者に対する説明責任を果たさなければならない。 

２ 実験動物の輸送を行う場合には、次の各号に掲げる事項に留意し、実験 

動物の健康及び安全の確保並びに実験動物による人への危害等の発生の 

防止に努めなければならない。 

（１） なるべく短時間に輸送できる方法を採ること等により、実験動物 
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の疲労及び苦痛をできるだけ小さくすること。 

（２） 輸送中の実験動物には必要に応じて適切な給餌及び給水を行うと 

  ともに、輸送に用いる車両等を換気等により適切な温度に維持する 

  こと。 

（３）  実験動物の生理、生態、習性等を考慮の上、適切に区分して輸送 

するとともに、輸送に用いる車両、容器等は、実験動物の健康及び安 

全を確保し並びに実験動物の逸走を防止するために必要な規模、構造 

等のものを選定すること。 

（４） 実験動物が保有する微生物、実験動物の汚物等により環境が汚染さ 

   れることを防止するために必要な措置を講じること。 

 

（人獣共通感染症に係る知識の習得等） 

第 18 条 管理者等は、人獣共通感染症に関する十分な知識の習得及び情報 

の収集に努め、人獣共通感染症の発生時において必要な措置を迅速に講じ 

ることができるよう、公衆衛生機関等との連絡体制の整備に努るものとす 

る。 

 

（教育訓練の実施） 

第 19 条 管理者は、動物実験実施者及び飼養者に対し、動物実験等の実施 

並びに実験動物の飼養及び保管を適切に実施するために必要な次の各号 

に掲げる事項について、教育訓練を実施する。また、動物実験実施者等の 

資質向上を図るために必要な措置を講じなければならない。 

（１）  関連法令、条例、指針等及び本学の動物実験等に関する諸規則に 

関すること 

（２）  動物実験等及び実験動物の取扱いに関すること 

（３）  実験動物の飼養及び保管に関すること 

（４）  安全確保、安全管理に関すること 

（５）  施設等の利用に関すること 

（６）  その他、適切な動物実験等の実施に関すること 

２ 管理者は、教育訓練の実施日、教育内容、講師及び受講者名を記録し 

保存するものとする。 

 

（指針等への適合性に関する自己点検・評価及び検証） 

第 20 条 大学長は、動物実験等の実施に関する透明性を確保するため、定 

期的に、指針等への適合性に関し、自ら点検及び評価を実施するとともに、 

当該点検及び評価の結果について、学外者による検証を実施することに努 
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めなければならない。  

 

（情報公開） 

第 21 条 本学における動物実験等に関する情報を、毎年 1回、年報の配付 

その他の適切な方法により公表するものとする。 

 

附 則 

 この指針は、平成２年６月２６日から適用される。 

 （平成２年６月１日から施行する） 

附 則 

 この改正指針は、平成９年８月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正指針は、平成13年４月20日から施行し、平成13年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この改正指針は、平成16年８月18日から施行し、平成16年８月18日から適用する。 

   附 則 

１ 福岡歯科大学動物実験指針（平成16年８月18日施行）を福岡歯科大学・福岡医療 

短期大学動物実験規則に改正する。 

２ この改正規則は、平成17年３月15日から施行し、平成17年３月15日から適用する。 

附 則 

１ 福岡歯科大学アニマルセンター使用規則（平成18年３月24日施行）については、 

これを廃止する。 

２ この改正規則は、平成19年７月31日から施行し、平成19年７月31日から 

適用する。 
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動物実験手順動物実験手順動物実験手順動物実験手順のののの概略図概略図概略図概略図
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アニマルセンター管理職員（平成 25 年 4 月 1 日 現在） 

   

センター長（兼任）   日髙  真純  (分子機能制御学 教授）  

センター副長（兼任）  松浦   尚志 (冠橋義歯学 准教授） 

事務職員（係長兼任）  加藤   健 (４月１日～６月３０日) 

〃         和才  広輝 (７ 月 １ 日  就 任 ) 

技能職員        山下   貴成 

補助職員        霜出  エイ子 

補助職員        渋谷  由香 

補助職員        松本  富子 

兼務職員        林    憲久  (施 設 課 技 術 職 員 ） 

 

 

アニマルセンター管理運営委員会（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

      

委 員 長    （センター長） 日 髙 真 純（分 子 機 能 制 御 学 教  授） 

副委員長（副長）    松 浦 尚 志（冠  橋  義  歯  学  准 教 授） 

委  員        永 嶋  哲 也 (医  療  人  間  学 教 授）  

委  員        稲井 哲一朗（機  能  構  造  学  教  授）  

委  員        早川   浩（生 化 学 教   授) 

委  員        山 下 善 弘 (口  腔  腫  瘍  学  准 教 授) 

委  員        町 田 弘 幸 (口 腔 保 健 学 准 教 授） 

委  員        秦   雄一郎 (矯  正  歯  科  学 講    師） 

委  員        今吉 理恵子 (機 能 生 物 化 学 講  師) 

委  員        八 田 光 世（分 子 機 能 制 御 学  講    師） 

委  員        力 丸 哲 也 (短   大   教   員 准 教 授）   

             以 上  構成委員  １１名 

庶 務 係        加藤   健  (セ ン ター管 理事務        係長兼任） 

 (４月１日～６月３０日) 

                        和才  広輝 (７ 月 １ 日  就 任 ) 
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動物実験委員会 （平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

      

委 員 長    （センター長） 日 髙 真 純（分 子 機 能 制 御 学 教  授） 

副委員長（副長）    松 浦 尚 志（冠  橋  義  歯  学  准 教 授） 

委  員        永 嶋  哲 也 (医  療  人  間  学 教 授）  

委  員        稲井 哲一朗（機  能  構  造  学  教  授）  

委  員        早川   浩（生 化 学 教   授) 

委  員        山 下 善 弘 (口  腔  腫  瘍  学  准 教 授) 

委  員        町 田 弘 幸 (口 腔 保 健 学 准 教 授） 

委  員        秦   雄一郎 (矯  正  歯  科  学 講    師） 

委  員        今吉 理恵子 (機 能 生 物 化 学 講  師) 

委  員        八 田 光 世（分 子 機 能 制 御 学  講    師） 

委  員        力 丸 哲 也 (短   大   教   員 准 教 授）   

             以 上  構成委員  １１名 

庶 務 係        加藤   健  (セ ン ター管 理事務        係長兼任） 

 (４月１日～６月３０日) 

                        和才  広輝 (７月１日   就任) 
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平成２６年度は、日髙センター長のもと、和才事務職員、山下職員、そして松浦尚志前

センター副長の後任として私が加わった新体制で運営が始まりました。今回初めてセンタ

ー利用者の立場から運営側に回ることになり、今まで問題なくセンターを利用できたのも

歴代の運営側スタッフのみなさんが頑張ってこられた結果であると、改めて感謝の念を強

く致しました。

最近は大学院に進まれる先生方の数も増え、多くの方がアニマルセンターを利用するよ

うになってまいりました。この場を借りて、センターを利用する上で是非とも気を付けて

頂きたい事、忘れずにいて欲しいことを 2点挙げさせて頂きます。

１．「動物福祉」：動物の尊い命を使って実験を行う訳ですから、「3R」の考え方に基づい

て実験を計画し、実験を実施し、安楽死に至るまで責任を持って行動して下さい。

２．「実験室の整理・整頓・清潔」（あとみよそわか）：実験室に入ると、前の使用者が出

したゴミや機材が散乱している情景を時々見かけます。次の使用者のために、処置後の実

験室の清掃も十分心がけて下さい。また、本年度は、まだセンター内で感染の問題が発生

しておりませんが、日頃の感染対策への配慮を忘れてはいけません。

本年度も堅調にアニマルセンターが運営されておりますことは、利用者の皆様の動物実

験に対するご理解とご協力があってのことと感謝いたしております。今後も利用者の皆様

がより良くアニマルセンターをご利用いただけるよう、運営スタッフ一同努力していきた

いと考えておりますので、今後とも皆様のご理解とご協力を切にお願い申し上げます。

（センター副長 泉 利雄）
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